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大
字
区
長
紹
介

　

一
年
間
お
世
話
に
な
る
区
長

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

笠　

木　

中
前　

政
明（
会
長
）

桂　

原　

橋
本　

正
博

長　

瀬　

吉
村　

利
明

御
吉
野　

上
北　

康
雄

堂　

原　

花
岡　

初
男

寺　

戸　

吉
田　

昌
史

中　

戸　

近
藤　

博
昭

赤　

滝　

中
井　

龍
彦（
副
会
長
）

脇　

川　

東　
　

敏
成

槙　

尾　

橋
本　

正
則

鳥　

住　

乾　
　
　

彦

粟
飯
谷　

中
村　
　

昭

10
日
●
奈
人
推
協
第
３
回
理
事
会

12
日
●
村
消
防
団
出
初
式

16
日
●
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
初
式

17
日
●
区
長
会

19
日
●
陳
情
に
よ
る
上
京
（
〜
20
日
）

21
日
●
第
４
回
東
ア
ジ
ア

　
　
　
　

地
方
政
府
会
合　

知
事
招
宴

25
日
●
郡
人
推
協
ブ
ロ
ッ
ク
別
人
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
推
進
講
座

27
日
●
月
例
出
納
監
査

31
日
●
㈱
森
物
語
村
と
の
懇
談
会

議会議
会
活
動
状
況

１
月

　

昨
年
は
消
防
団
１
２
０
周
年
・
自

治
体
消
防
65
周
年
の
年
に
あ
た
り
、

記
念
切
手
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
日
本
郵
便
株
式
会

社
近
畿
支
社
よ
り
近
畿
２
府
４
県
の

消
防
団
に
記
念
切
手
シ
ー
ト
が
贈
呈

さ
れ
る
事
と
な
り
、
黒
滝
村
消
防
団

に
も
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
厚
意
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

１
月
12
日
（
日
）、
新
春
恒
例
の
平
成
26
年
黒

滝
村
消
防
団
出
初
式
が
黒
滝
村
農
林
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
中
井
団
長
以
下
73
名
が

参
加
し
、
優
良
団
員
の
表
彰
や
来
賓
の
方
々
か
ら

の
激
励
に
続
き
、
消
防
車
に
よ
る
放
水
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
16
日
（
木
）
に
は
、
川
上
村
に
お
い
て

奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
連
合
出
初
式
が
行
わ

れ
、当
村
か
ら
団
長
以
下
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

両
日
、
優
良
団
員
と
し
て
数
々
の
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
使
命
達
成
の
た
め
、
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

●奈良県知事表彰
　東部分団　　部　　長　　井上　忠彦
　中央分団　　団　　員　　近藤美智雄
●奈良県消防協会長表彰
　本　　部　　団　　長　　中井　一郎
●奈良県消防協会吉野支部長表彰
　役　　場　　団　　員　　阪口　稔一
　役　　場　　団　　員　　上中　久利
　東部分団　　団　　員　　杉本　修一
　役　　場　　団　　員　　中東　　淳
●中吉野警察署長表彰
　中央分団　　班　　長　　藤井　　武
　東部分団　　団　　員　　平田　惠三
　東部分団　　団　　員　　杉本　篤彦

●中吉野警察署長　勤続３０年特別表彰
　西部分団　　分  団  長　　小田　栄男
●村長表彰（勤続２０年）
　西部分団　　団　　員　　平岩　　晃
　東部分団　　団　　員　　山本　智也
　西部分団　　団　　員　　中本　年生
●日本消防協会会長表彰（家族表彰）
　本　　部　　副  団  長　　阪中　　一
　中央分団　　団　　員　　阪中　郁也
　中央分団　　団　　員　　阪中　智也
　中央分団　　部　　長　　甲村　末弘
　中央分団　　団　　員　　西谷　将太
　中央分団　　団　　員　　甲村　健太
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　【敬称略・順不同】

●中吉野警察署長　勤続３０年特別表彰

優 良 団 員 表 彰

の話題村

新
た
な
気
持
ち
で
決
意
を
固
く
！

『
黒
滝
村
消
防
団
出
初
式
』

『
黒
滝
村
消
防
団
出
初
式
』

　

黒
滝
村
雇
用
対
策
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
規
労
働
者
を
正
規
雇
用
さ
れ

た
村
内
の
事
業
主
に
対
し
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。。

◆
補
助
額　

　

労
働
者
１
人
に
つ
き
30
万
円

◆
補
助
対
象
者

○
村
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

企
業
ま
た
は
小
規
模
事
業
の
事
業

主
（
個
人
事
業
主
は
村
内
に
住
所

を
有
す
る
者
。）
で
、
新
規
労
働

者
を
６
ヶ
月
以
上
正
規
雇
用
さ
れ

て
い
る
事
業
所
。

○
公
務
等
（
郵
便
局
、
国
・
県
関

係
の
機
関
）
及
び
農
協
、
商
工
会

議
所
、
森
林
組
合
な
ど
の
公
共
的

団
体
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
合
せ
先　

総
務
課

村
内
の
企
業
を

　
　

支
援
し
ま
す

　

中
井
団
長
よ
り
挨
拶

▲

村の話題

月号

記
念
切
手
贈
呈

記
念
切
手
贈
呈

　北村黒滝郵便局長より記念切手シートの贈呈を
　受ける中井団長・阪中副団長・阪口副団長

▲

隆生一一

隆生一一生生生生生生生生生生生生生生生生一生生生生生生一生生生生生生生生生生生生生生生

邦，



黒滝村職員の給与などの概要

5 広報くろたき　No．380 42014 年 2月号



◆
日　

時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

◆
場　

所　

大
淀
町
役
場

　
　
　
　
　

１
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
（
１
月
〜
３
月
）

　
　

☎
０
７
４
７
‐
５
２
‐
５
５
０
１

◆
相
談
料　

無
料

◆
主　

催　

吉
野
郡
消
費
者
生
活

                      　

   

実
践
連
絡
協
議
会

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
課

◆
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

　
　
　
　
　
　
　
（
陸
上
・
航
空
の
み
）

※
３ 

・ 

４
月
入
隊
予
定

◆
受
験
資
格　

採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

◆
試
験
日　

２
月
18
日
（
火
）

◆
場　

所　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　
　
　
（
奈
良
市
法
華
寺
町
１
５
７
８
）

◆
試
験
科
目　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数

学
、
社
会
及
び
作
文
）、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
、
身
体
検
査

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

自
衛
隊
奈
良

　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

五
條
地
域
事
務
所

　

〒
６
３
７
‐
０
０
０
４

　
　

五
條
市
今
井
５
‐
１
‐
12

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
タ
ウ
ン
２
階

　
　

☎
０
７
４
７
‐
２
２
‐
３
７
８
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

◆
日　

時　

２
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
4
時

◆
場　

所　

奈
良
県
中
小
企
業
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
階
大
会
議
室

　
　
　
　
（
奈
良
市
登
大
路
町
38
‐
１
）

◆
内　

容

①
講
演
「
耳
の
病
気
と
補
聴
器
、
人
工

内
耳
ど
う
し
た
ら
聞
こ
え
る
？
」（
要

約
筆
記
を
行
い
ま
す
。）

②
無
料
相
談
（
耳
を
は
じ
め
耳
鼻
咽
喉

科
全
般
に
関
す
る
相
談
）

◆
担
当
医
師　

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
当
日
、
会

場
に
て
聴
力
検
査
及
び
補
聴
器
の
相
談

も
行
う
予
定
で
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

奈
良
県
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　

耳
鼻
咽
喉
科
部
会

　
　

☎
０
７
４
４
‐
２
２
‐
８
５
０
２
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
「
忙
し
く
て
・
・
・
」、「
つ

い
、
う
っ
か
り
・
・
・
」
と
い
っ
た
理
由

で
も
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ

れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、便
利
で
安
心
、

確
実
な
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
全
国
の
銀
行
・
郵
便
局
・

農
協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・

労
働
金
庫
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
申
し
込

み
の
際
は
、
年
金
事
務
所
や
金
融
機
関
に

備
え
付
け
の
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記

入
し
て
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金
融

機
関
等
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

○
大
和
高
田
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　
　
　

☎
０
７
４
５
‐
２
２
‐
３
５
３
１

○
保
健
福
祉
課

便
利
・
安
心
・
確
実
な

　
　
　
　
　

口
座
振
替
で
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

税務のお知らせ

平
成
26
年
度
分
の
村
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
分
の
村
県
民
税
の
申
告
の
時

期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
村
県
民
税
は
、
昨
年

１
年
間
（
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）
の
所
得
金

額
の
申
告
を
も
と
に
、
村
や
県
に
納
め
る
税

金
の
額
が
決
定
さ
れ
、
翌
年
度
に
納
税
し
て

い
た
だ
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告

の
際
は
、
次
の
事
項
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
黒
滝
村
に
住

所
が
あ
り
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。

①
村
か
ら
申
告
書
が
届
い
た
方（
申
告
書
は
、

２
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。）

②
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い

方
（
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
も
村
内

に
居
住
す
る
方
の
扶
養
家
族
で
な
け
れ
ば
村

県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。）

③
収
入
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
役
場
に
提
出
さ
れ
て
い

な
い
方

※
村
県
民
税
の
申
告
は
、
所
得
税
の
申
告
と

異
な
り
、
所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
告
の
受
付
期
間
に
つ
い
て

　

申
告
の
受
付
期
間
は
、
平
成
26
年
３
月
17

日
（
月
）
ま
で
で
す
。

◆
申
告
の
時
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

１
．
配
付
さ
れ
た
申
告
書

２
．
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

３
．
収
入
金
額
と
必
要
経
費
の
わ
か
る
も
の

①
給
与
や
年
金
の
受
給
者
・
・
・
源
泉
徴
収

票
や
勤
務
先
か
ら
発
行
さ
れ
た
給
与
や
賃
金

の
支
払
証
明
書
な
ど

②
営
業
等
、
不
動
産
所
得
者
・
・
収
入
金
額

と
必
要
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
や
領
収
書
な
ど

４
．
各
種
所
得
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の

①
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
掛
金
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
社
会
保
険
料
）
の
領
収
書
や
証

明
書
な
ど
支
払
金
額
の
わ
か
る
も
の
。

②
生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料
、旧
損
害
（
長

期
）
保
険
料
の
支
払
証
明
書

③
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
そ
の
領
収

書
及
び
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

の
わ
か
る
も
の
。

④
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
。

⑤
勤
労
学
生
控
除
を
受
け
る
方
は
、
学
生
証

な
ど
。

⑥
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
を
受
け
る
方

で
、対
象
の
方
に
所
得
や
障
害
が
あ
る
方
は
、

そ
れ
を
証
す
る
も
の
。（
そ
の
方
の
源
泉
徴

収
票
や
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
。）

⑦
税
金
の
還
付
ま
た
は
引
き
落
と
し
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
預
貯
金
通
帳

５
．
平
成
25
年
中
に
日
本
赤
十
字
社
や
地
方

自
治
体
等
に
寄
附
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
領
収

書
。

（
東
日
本
大
震
災
等
へ
の
義
援
金
に
つ
い
て

は
今
年
も
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
。
但

し
、
一
部
対
象
外
も
あ
り
ま
す
。）

（
今
回
よ
り
対
象
が
拡
充
さ
れ
、
住
民
の
福

祉
増
進
に
寄
与
す
る
寄
附
金
と
し
て
社
会
福

祉
法
人
や
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
へ
の
寄
附
も

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
但
し
、
一
部
対
象

外
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

※
寄
附
金
の
う
ち
、
２
千
円
を
超
え
る
部
分

に
つ
い
て
、一
定
額
が
税
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

６
．
平
成
23
年
の
災
害
に
よ
る
損
失
を
昨
年

申
告
し
、
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
た

方
で
、
損
失
額
を
そ
の
年
の
所
得
金
額
か
ら

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
以
後
３
年

間
繰
り
越
し
て
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
申
告
し
な
か
っ
た
ら
・
・
・

　

申
告
期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
場

合
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
調
査
対
象
に
な
ら

な
い
こ
と
や
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
正
し
く

算
定
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
各
種
申
請
・
手
続

き
に
必
要
な
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
が

発
行
で
き
な
い
な
ど
の
不
都
合
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
忘
れ
ず
に

申
告
し
ま
し
ょ
う
。

◆
村
か
ら
の
お
願
い

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
支
払
領
収

書
の
合
計
を
各
個
人
ご
と
、
ま
た
は
各
病
院

ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
計
算
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
課

　

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
（
地
方
消
費

税
を
含
む
。）
の
税
率
が
８
％
に
引
上

げ
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
特
集
ペ
ー
ジ
や
税
務
署
に
備
付
け
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認
願
い
ま
す
。

※ 

「
消
費
税
法
改
正
の
お
知
ら
せ
（
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
関
係
）」
の

特
集
ペ
ー
ジ
の
掲
載
場
所
及
び
Ｕ
Ｒ
Ｌ

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

◆
掲
載
場
所

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  

ホ
ー
ム 

↓

（
ト
ピ
ッ
ク
ス
欄
）「
消
費
税
法
改
正
の

お
知
ら
せ
（
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
関
係
）」 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w
w
w
.nta.go.jp/shi

raberu/ippanjoho/pam
ph/shohi/

kaisei/201304.htm

消
費
税
が
改
正

　
　
　

さ
れ
ま
し
た

消
費
者
生
活
相
談
窓
口
開
設

自
衛
官
募
集

税 等の 納 期
２月２８日（金）

住　民　税　　   　 第４期
国民健康保険税    　第８期
介護保険料　　    　第８期
後期高齢者医療保険料   　第８期

忘れずに納付しましょう！

耳
に
関
す
る
講
演
会
と

　
　
　
　
　
　

無
料
相
談



　火災が発生しやすい時季を迎えますので、火気の取扱いには十分注
意しましょう。
◆住宅防火いのちを守る７つのポイント【３つの習慣・４つの対策】
○３つの習慣
・寝タバコは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用する。
・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
○４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを設置する。
・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品などを使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを備える。
・お年寄りや体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制をつくる。
◆お問合せ先
○中吉野広域消防組合消防本部　☎５２‐１１９９
○下市消防署黒滝出張所　☎６２‐２２９９

毎月１１日は
【人権を確かめあう日】　
　　　　　　　　　です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

黒滝村人権・同和問題啓発推進本部
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◆
対　

象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
日　

時　

２
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
10
分
〜
30
分

◆
場　

所　

診
療
所

◆
内　

容　

身
体
測
定
、
育
児
相
談

◆
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

す
く
す
く
相
談

◆◆◆◆◆◆

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報

中央公民館図書コーナーには約 5,300 冊の本があります。
あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしどしご利用くだ
さい。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は教育委員会へ、連絡してください。

図図
書書 室室 だだ よよ りり

■今月のおすすめ
（実用書）頭のヨゴレを落す 竹村健一の　　　　　
　　　　　　　　　　おもしろ読本 ／ 竹村健一
楽しみながら頭のヨゴレがどんどんとれる

▼企業の行きづまりはどうしたら防げるか ▼新製
品はどのように開発すべきか ▼どうすれば盲点を
発見できるか ▼なぜこだわる雑誌が売れているの
か ▼誰がアイスクリーム最中を発明したのか ▼つ
らい仕事を楽しくするにはどうしたらいいか ▼い
いアイデアを出すには何がいちばん必要か――な
ど１８７のテーマで固定観念をぶち破る。
（小　説）暴力恋愛／雨宮処凛
（趣　味）古典落語名作選／富田宏編
（絵　本）ゆきおとこのバカンス／
　　　　　　　　　　　　　作・絵　白鳥洋一

　

職
場
な
ど
で
緊
張
す
る
場
面
に
お

い
て
、
お
腹
が
痛
く
な
り
、
下
痢
や

便
秘
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

そ
れ
は
現
代
社
会
の
ス
ト
レ

ス
に
よ
っ
て
増
加
し
て
い
る
過
敏
性

腸
症
候
群
と
い
う
病
気
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
腸
と
脳
に
は
密
接
な
関

係
が
あ
り
、
脳
が
不
安
や
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
と
、
そ
の
信
号
が
腸
に
伝

わ
っ
て
影
響
が
出
る
わ
け
で
す
が
、

過
敏
に
伝
わ
る
こ
と
で
腹
痛
や
膨
満

感
等
の
腹
部
症
状
や
下
痢
、
便
秘
等

の
便
通
異
常
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
身
体
的
に
は
異
常

が
無
い
こ
と
、
排
便
後
に
は
腹
痛
等

の
症
状
が
軽
く
な
る
こ
と
や
慢
性
的

に
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
等
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

診
断
に
は
問
診
や
血
液
検
査
、
尿

検
査
や
便
検
査
等
の
一
般
的
な
診
察

が
ま
ず
必
要
で
す
。
最
終
的
に
は
注

腸
造
影
や
大
腸
内
視
鏡
等
の
大
腸
の

検
査
で
大
腸
が
ん
や
ク
ロ
ー
ン
病
や

潰
瘍
性
大
腸
炎
等
、
他
の
身
体
的
な

病
気
を
認
め
な
い
こ
と
で
診
断
さ
れ

過
敏
性
腸
症
候
群

ま
す
。

　

治
療
に
は
暴
飲
暴
食
を
避
け
、
食

物
繊
維
を
多
く
と
る
等
の
食
生
活
の

改
善
や
、
多
量
の
飲
酒
、
喫
煙
を
避

け
る
こ
と
等
の
生
活
習
慣
の
改
善
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
必
要
時
に
は
薬

の
治
療
も
行
い
ま
す
が
、
症
状
に
応

じ
た
個
別
的
な
薬
の
選
択
が
必
要
に

な
る
一
方
で
、
過
敏
性
腸
症
候
群
の

症
状
改
善
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、
根
気
強
く
治
療
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
い
つ
お
腹

が
痛
く
な
る
か
と
心
配
し
て
交
通
機

関
も
利
用
で
き
な
い
方
は
、
き
ち
ん

と
診
察
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
県
医
師
会

３月１日～７日　春季全国火災予防運動

か
び
ん
せ
い
ち
ょ
う
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

82014 年 2月号

◆
対　

象　

村
内
在
住
の
成
人
男
性

◆
日　

時　

２
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

◆
場　

所　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（
も
し
く
は
三
角
巾
の
代
用
品
と
な

る
も
の
）

◆
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先　

　

社
会
福
祉
協
議
会　

　
　

☎
６
２
‐
２
８
５
０

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月

14
日（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

男
性
料
理
倶
楽
部

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

統一標語　『消すまでは　心の警報　ＯＮのまま』

　

が
ん
患
者
や
患
者
家
族
同
士
が
悩
み

や
不
安
を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
場

で
す
。
今
回
は
、
認
定
看
護
師
に
よ
る

化
学
療
法
に
つ
い
て
の
講
演
会
も
開
催

し
ま
す
。無
料
で
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
対　

象　

県
内
在
住
の
が
ん
患
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
家
族

◆
日　

時　

３
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
４
時

◆
場　

所　

吉
野
保
健
所
２
階
大
会
議
室

◆
内　

容　

①
講
演
会「
が
ん
と
化
学
療
法
の
副
作
用
」

②
交
流
会
（
が
ん
患
者
、
家
族
同
士
で

情
報
交
換
）

◆
定　

員　

先
着
30
名
（
定
員
を
こ
え

た
場
合
の
み
通
知
し
ま
す
。）

◆
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

吉
野
保
健
所　

母
子
・
健
康
推
進
係

〒
６
３
８
‐
０
０
４
５

　
　
　

下
市
町
新
住
15
‐
３

　
　

☎
０
７
４
７
‐
６
４
‐
８
１
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
７
‐
５
２
‐
７
２
５
９

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
記
入
後
、
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

患
者
サ
ロ
ン
よ
し
の



　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

役　場　　　　　   62-2031
　　IP 電話【050-5000-6200
　　　　　　　　　   ～ 6203】
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　   62-9010
教育委員会　　　   62-2314
　　IP 電話【050-5004-6128】
診 療 所　　　　　 62-2747
　　IP 電話【050-5000-6129】
歯科診療所　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）   62-2850  

IP 電話【050-5000-6127】
こもれびホール　   62-2280
黒滝駐在所　　　   62-2034
　観光施設に関することは、
観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村 62-2770

IP 電話【050-5005-1865】

人口・世帯数
（1月１日現在）

善 意 銀 行 （１月２０日受理分まで）

皆さまの善意に対して心から感謝申し上げます。

　　男　　３８７　人　　（－１）
　　女　　４４７　人　　（±０）
　　計　　８３４　人　　（－１）
　世帯　　３９１　世帯　（±０）

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。

上北　壽子  様（御吉野）子育て支援に役立つように　　　　 ２万円
近藤　千代  様（中　戸）亡父九兵　さん満中陰粗供養として ５万円

本人通知制度が
４月１日（火）から始まります

　この制度は、本人の代理人や第三者からの請求で、住民票の写
しや戸籍謄本などを代理人などに交付したとき、事前に登録した
方に交付の事実を通知する制度で、これにより、住民票などの不
正請求及び不正取得による個人の権利侵害に対し、抑止力を持た
せる効果が期待できます。
◆登録できる方　黒滝村の住民基本台帳に記録されている方、ま
たは戸籍に記載されている方。（除かれた方も可能です）
◆登録に必要なもの　本人確認書類（運転免許証・パスポートなど）
※委任状による代理人申請や郵便申請も可能です。
◆事前登録開始日　２月３日（月）から受付を開始します。
◆お問合せ・登録窓口　住民課

　毎年３月末は、決算期や自動車税の賦課期日の終期等による影
響を受け、自動車の検査・登録の各種申請が窓口に集中します。
特に、来年４月より消費税が改正されるため、窓口が大変混み合
うことが予想されますので、申請手続きをお早めにお願いします。
　この時期に申請されますと、皆さま方には長時間お待ちいただ
くなど大変ご迷惑をおかけすることとなります。
　このような状況を緩和するため、自動車の移転登録（名義変更）
や抹消登録（廃車）等の各種手続きは、できるだけ早期に済まさ
れるようお願いします。登録の手続き案内は、
　ヘルプデスク　☎０５０‐５５４０‐２０６３
（音声またはＦＡＸサービス）により２４時間行っています。
　また、近畿運輸局ホームページ「http://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/」
で、各種手続き案内を掲載していますのでご利用ください。
◆お問合せ先　住民課

自動車の各種手続きはお早めに！

衞巾


